
★より良く『生きる』を応援する居場所支援

* お腹と心を満たす場所
* 安心安全な場所で人と繋がることができる場所
* 参加者もスタッフも学び合い支え合える場所
* 参加者もスタッフも共に成長していける場所

令和５年度提案型協働事業

地域の素敵な
寄り合い所

令和6年2月 親子応援ネットワークSmile 森川理江



事業の目的

① 『生きる』を応援

子どもも大人も、優しい人達が、生きやすくなるような取り

組みをしていく。

お腹と心を満たすことから『生きる力』を応援していく。

② 『居場所づくり』

安心安全な場所で人と繋がることで相乗効果を生み出し

他者と関わることでより良く『生きる』ことに繋がっていく。

③ 『多世代交流の場づくり』

赤ちゃんからお年寄り、障害者の方まで、みんなが共に集う

ことで、良い相互作用が生まれていく。
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🌸地域食堂を始めた経緯🌸

親子支援・若者支援をする中で、心優しい方達の『生きづらさ』を
目の当たりにしてきました。自殺・ひきこもり・貧困ビジネス等に
巻き込まれていく現実と向き合い、共に伴走する活動を約3年間
続けてきました。その解決に向けた一つの取り組みとして、地域
食堂を始めました。安心安全な環境の中で生きがいを見つけ、
地域や応援する人達の力を借りながら自分のペースで社会参加
に向けての一歩を踏み出す後押しをしていきたい、そんな思い
から『地域食堂Smile』がスタートしました。

全国の
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事業内容

②ミニ地域食堂の開催：不定期
★事情のある親子や若者等の
『生きる』を応援する活動
★少人数で食事を食べることを通し
て安心安全なコミュニケーションで
少しずつ社会との繋がりを作っていく。

安心・安全な居場所事業

①地域食堂の開催：毎月
★地域に繋がりを作ることで、いざ
という時の相談の窓口に

★孤食の回避
★応援したい方々も参加することで
相互作用が生まれる。

★優しさが循環するこの場所から『優
しさが循環する社会』にしいてく。

子どもからシニアまで集まる素敵な寄り合い所

入西地域交流ｾﾝﾀｰにて

③講座やワークの開催
★社会課題となっていることに対し
テーマを決め、定期的に開催

ミニ地域食堂の様子
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協働関係課との連携内容

①公共機関へのチラシの配布・使用会場の予約・助言等

②各企業や農家等、各所から、米や菓子等の提供及び交流会の場の提供

③坂戸市の子ども食堂ネットワークが発足できる機会の提供

成果及び効果
①『生きる』を応援

【子ども】悩みを持つ学生がスタッフと話をして勇気をもらい学校に行くことができた。

【ユース】スタッフとして活躍することができて、それが楽しみや生きがいになっている。

【学 生】生きづらさがあっても、安全な場所ではスタッフとして元気に活躍できている。

【スタッフ】社会参加へのつまづきががあった。数か月後から働き始めた。

【全 体】ｾﾗﾋﾟｰﾜｰｸで子ども・親それぞれの悩みが聞ける。公式LINEからの相談もある。

②『居場所づくり』

【高齢者】久しぶりの交流で喜びの声があがった。

【障害者】子どもやユースと楽しく交流ができた。

【母 親】子育てで悩んでいることを打ち明けてくれた。→支援に繋げていく。

【スタッフ】参加者やスタッフ同士での支え合いがある。

③『多世代交流の場づくり』

●高齢者が赤ちゃんを抱っこしてくれた。

●学生スタッフと子どもでとても良い交流ができている。 6



★8月13日(日)🏢入西地域交流センター

【会議室A】食事
【会議室B】プレイルーム(ゲーム＆ワーク)

●参加者 19名 ●スタッフ 15名

🍚メニュー

・肉じゃが・ご飯・ミニトマトの湯むき
・たこさんウインナー・餃子スープ(かぼ
ちゃ、なると入)・ゼリー

✿成果・効果
①スタッフがウクレレを持って参加し歌ってくれた。
それを聴いた中学生が、彼女のところへやってきて
『すごく良かった。心に響いた』と伝えてくれた。
そして、彼女と会話を始め、その中で自らの悩みを
話してくれた。
絵が好きだという話を聞き、次回はアートセラピー
をワークに取り入れることにした。

②親子の仲良しグループが参加してくださり、久し
ぶりにみんんなで集まり話ができたと喜んでくれた。

③支援中のユースがミサンガ作りで活躍できた。



⚽サッカー⚽

ミサンガ

ﾎﾟｯﾌﾟｺｰﾝ（塩味・ｷｬﾗﾒﾙ味）

射的

🍚食堂風景

・初回開催の様子

🐟魚つり
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★9月10日（日） 🏢入西地域交流センター

●参加者 32名 ●スタッフ 9名

🍚メニュー

・しょうが焼き・カレー・出汁巻き玉子
・ご飯・バナナ・ゼリー・飲み物

✿成果・効果

①障害者ホームの若者達4名が、代表と一緒に参加
してくれた。
地元(浅羽野地区)の方達だったが、これまで交流が
なかった。Ｙさんは、ワーク予約をしていたが、予
約をしていない子どもがやりたそうにしているのを
見て、自分の席を譲ってくれた。改めて、心の優し
い人達なのだと知ることができた。また、ホームの
方達は、母子家庭の子どもと一緒にＵＮＯで遊んで
くれた。

②支援中のユース(児童養護施設出身者)は難病を
持っているが、今回もミサンガで活躍をすることが
できた。『楽しかった！またやりたい！』と生きる
力になっている



ミサンガ🍚食堂風景 🐟魚つり

３色アートセラピー
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★10月14日（土）🏢入西地域交流センター

●参加者 14名 ●スタッフ 16名

🍚メニュー

・クリームシチュー・なるとの磯辺揚げ
・なすのシーチキン炒め・ご飯・パン
・バナナ・飲み物

✿成果・効果

①支援中のユースの誕生日を、スタッフ会議の時に、
皆でお祝いすることができた。
小さな喜びの積み重ねが生きる力になっている。

②スタッフの中にも、生きづらさを抱えている方が
いるが、安心できる人達との繋がりの中で楽しく過
ごすこごができている。



アイロンビーズ

食事作り

🍚食堂風景

ミサンガ

ﾎﾞｰﾙ運び
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★11月11日（土）🏢入西地域交流センター

●参加者 28名 ●スタッフ 11名

🍚メニュー

・きのこの炊き込みご飯
・ウインナーピラフ
・豚汁 ・なるとの甘辛炒め
・バナナ ・柿 ・飲み物

✿成果・効果
①さいたま市の『みな風地域食堂』の学生スタッフ
が当地域食堂へ、スタッフとして参加してくれた。
生きづらさを抱えているが、私や支援中のユースと
繋がり生きる力になっている。

②シニアの方達(絵画のお仲間とのこと)が参加して
くださり、参加していた親子の赤ちゃんを抱っこし
てくれた。また、コロナでずっと会えなかった仲間
同士で久しぶりの再会ということで、涙を流されて
喜んでくださった。
③子育て中の母から、公式LINEより相談が届く。今
後の支援に繋げていく。



３色アートｾﾗﾋﾟｰ

🍚食堂風景

🎳ボーリン🎳

ミサンガ
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★12月23日(土)🏢入西地域交流センター

【会議室A】食事
【会議室B】プレイルーム（ゲーム＆ワーク）

●参加者 21名 ●スタッフ 8名

🍚メニュー
・🍛カレーライス（海老入）

・大根もち2種（プレーン・桜えび入り）
・🍥なるとの磯部揚げ・コーンスープ

・デザート（いちごバナナホイップ）・ゼリー
・飲み物（カルピス・コーヒー・水）

✿成果・効果
①中学生のスタッフが今月も参加してくれた。また、
ユース(児童養護施設出身者)が、遠方からスタッフ
として参加してくれた。
地域の子ども会ＯＢもスタッフ参加し、支援中の
ユースと若者達で繋がり、居場所機能を果たして
いること感じた。

②障害者の方も参加しプログラミングやワークを楽しまれ
ていた。



アイロンビーズ

🍚食堂風景

💻プログラミング💻

射的
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参加者・スタッフの月別人数
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２月４日(日) REAL VOICE上映会＆存在証明コンサート 入西地域交流センター多目的ホール





第2部川口市で起きた元少年による事件の背景を知ったことにより心を動かされ

自分にできることを考え行動を起こされたメンバーの皆様によるトークショー
第3部元少年が書いた詩に曲をつけ歌っている松井亮太さんの音楽コンサート



課題及び改善点

① 運営維持費

坂戸市提案型協働事業の助成金は、過去に2年間活用させていただ

いた為、令和5年度が最後である。

令和6年度は、新たに他の助成金の申請が必要になる。これから寄付

を募る体制を整える所で、現在の運営状況は大変厳しい状態である。

毎月の会場費は、5,000円以上かかる見込み。

② 会場の確保

安定した収入源がないと会場を有料で借り続けることは難しい。

公共機関を無料で借りられる方法はないか？

③ ユースや学生スタッフの交通費

他市から中・高校生がスタッフとして参加する場合や、

ユースが遠方からスタッフで参加する場合に、交通費が無く、参加

できないという状況が発生している。生きる力になる一歩を応援したい。
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決算書（見込み：12月末現在）
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